
PX—□50 

PX—□SOA 

●このたびは、 当社製品、 汚水用水中ポ
ンプをお買い上げ頂き誠に有難う ござ
います。

●この取扱説明書には、 正し く 安全にご
使用いただく ための注意事項が記載さ
れています。 ご使用になる前に必ず本
書をお読みにな り 、 使用方法 をご理解
く ださい。 （誤った使用方法は事故・ケガ
の原因となります。）

●取扱説明書は、 何時でも見られる よ う
に大切に保管してく ださい。

※この取扱説明書は、本文中のポンプの型式について、

以下のように省略して記載しております。
PX-□40 … PX-540、PX-640
PX—□so … PX-550、PX-650
PX—□SOA … PX-SSOA、PX-650A
PX-□25L … PX-525L、PX-625L一

| KOSHIN| 

ポヨコロー

汚水用水中ポンプ

PX-540/PX-640 

PX-550/PX-650 

PX-550A/PX-650A 

PX525L/PX-625L 

取扱説明書（保証書付き）
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電虚4忠｛代；�
〈各部の名称〉
PX-□40 

PX-□50 

PX一□50A
電源コード

開梱すると本体と次の様な部品が入っています。
全て揃っているか確認してください。

〈付属品〉

乙
ホースバ ンド

注意ラベル

ストレーナー

PX—□40／□50 

〈性能曲線〉

ロ ープ(Sm)

〈外形寸法図〉
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〈仕様〉
機 種 名 PX-540 I PX-640 PX-550 I PX-650 I PX-SSOA I PX-650A 
周 波 数 SOHz | 60Hz SOHz | 60Hz | SOHz | 60Hz 

ポ 口 径 40mm (1 ½") 50mm (2") 

ぅ 全 揚 程 10m 
最大吐出量 22OU分 260L／分
電 圧 AC-lOOV 

モ 定格電流 6.8A | 6.9A 6.8A | 6.9A | 6.8A | 6.9A 
出 力 400W 

↑ 消費電力 630W | 690W 630W | 690W | 630W | 690W 
電源コード 1.25mm双 Sm

電気代目安 14円 | 15円 14円 | 15円 | 14円 | 15円
本 体重 量 11 kg | 11.3kg 

この仕様は改良などにより、 予告なく変更されることがあります。
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PX-□25L 

ハ ンドル

吐出フランジ
(cp25) 

注意ラベル

ストレーナー

スタンド
吸入板

〈性能曲線〉

ラベル

各部の名称と仕様
開梱すると本体と次の様な部品が入っています。
全て揃っているか確認してください。

〈付属品〉

乙
ホースバ ンド

ロ ープ(Sm)

O 
cp25竹の子ニップル
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〈外形寸法図〉
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PX-625L 
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吐出量 （L/分） ， 

〈仕様〉

250 

機 種 名 PX-525L | PX-625L 
周 波 数 SOHz | 60Hz 

ポ 口 径 25mm (1") 

ぅ 全 揚 程 10m | 11m 
最大吐出量 120L/分 | 1251/分
電 圧 AC-lOOV 

モ 定格電流 6.SA | 6.9A 
出 力 400W 

了 消費電力 610W | 640W 
電源コ ー ド 1.25mm双5m

電気代目安 13円 | 14円
本 体重 量 11.8kg 

この仕様は改良などにより、 予告なく変更されることがあり ます。
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こ使用になる前に
3．延長コ ードをご使用になる場合は、 下記仕様のコ ードをご使用ください。

下記より細いコ ードを使用されますと、 電圧降下による故障、 異常発熱等が発生します。
できるだけ、 太いコ ードをご使用ください。

＇ 延長コ ード太さ

I 
延長コ ード使用可能長さ

1.25mm2 (0.75mm2は使用不可） 60mまで

4．スイッチは付いておりませんので、 必要に応じて市販のスイッチをコ ンセ ントの先に取付け
てください。その際は定格125V/20A 以上のスイッチをご使用ください。

＆注意 1 コ ンセ ント接続部は、 絶対に水に濡らさないようにしてください。

5．ポンプの移動の際は、 ハ ンドル部分を持ってください。
また、 設置をする時はロ ープなどをハ ンドルに結び付けて設置や
引き上げを行ってください。

I △注意 1 電源コ ードやホ ースを持って行うと、 断線やホ ース
抜けが発生します。

6．ポンプの設置は、 水が一番集まりやすい場所に設置してください。
また、 設置する地盤が軟弱な時は、 ポンプが沈下しないように
ポンプの底に木板やブロック等を敷いてください。

ポンプで揚水する水は90％ 以上の水分が必要です。

＆注意I 細かい粒子のまじった土砂等の異物を多量に含ん
だ水を揚水するとポンプ寿命を縮めますので注意
してください。

7．ポンプは必ず水の中に入れて使用してください。
モ ーターの保護を含めて、 ポンプは全水没させることをおすすめ
し

:;;了を空気中で運転しないでください。
故障の原因となります。

・℃芍鯰
0 0 

8．ホ ースを接続する時は、 製品付属のガソプリ ングやホ ースバ ンドをご使用の上、
確実に取付けてください。（ホ ースの取付方法参照 P.12) 
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こ使用になる前に

( PX—□50Aのみ ） 

固フロ ー トスイッチ付（自動制御方式）ポンプについて

1. PX—□SOAは、 フロ ートスイッチにより、
ポンプの起動・停止が自動的にできる自動液面制御方式です。

2. 水位の上昇により、 フロ ートが起動水位まで上がると自動的に運転を開始し、
水位が下降しフロ ートが停止水位まで下がると自動的に運転を停止します。

フロ ー トスイッチは、壁側等、 放水等が直接フロ ー トにかからない位置に

他の物に触れない位匿に据え付けてください。 据え付けてください。

心＼注意

，

 



こ‘使用になる前に
( PX—□25Lのみ ） 

困残水処理ポンプについて

1. PX—□25Lは残水量1mm以下まで吸い上げることのできるポンプです。
20mm以下の水位になりますと吸引力が落ちますが、 ゆっくりと残水を吸い上げます。

2. ポンプ下部に逆流防止弁があるので、
電源を切った後もホ ースに残った水が逆流しません。

3. 使用後はホ ースを外して吐出 口からポンプ内の水を抜いて下さい。 ク”

（逆流防止弁があるので、 ポンプ内の水が残ったままになります。） 、

4. 平らな面に水平に置いて使用してください。
斜めに設置されますと残水量が多くなることがありま
また、 小石やゴミなどの上には設置しないで下さい。

5. このポンプの最低起動水位は3cmです。
これより水位が低い場合、
吐 出 口から必ず呼び水をして下さい。
（呼び水をしないと水を吸い上げる
ことができません。）

6. 砂・ゴミの混じった水を吸われますと、 逆流防止弁の中に
ゴミがたまり、 逆流防止弁が効かなくなることがあります。
この場合は、 吸入板をはずし、 ゴミを取り除いて下さい。

10 



こ使用になる前に

困運転水位について

●フロ ー トなし
(PX—□40,PX—□50) (PX—□25L) 

PX—□40／□501 こ I 10: 

PX—□25L I 1mm I 3cm 

A :残水水位（目安） …ポ ンプを使用した後に残る水位

B:最低起動水位（目安） …ポ ンプ使用時に必要な水位

心注意I 運転水位はあくまで目安です。水温・液質・比重により異なりますので、
ご注意ください。

＆注意I 水位が本体の1/3以下になると、 ポンプの吸入力により、 水面に「渦」が発生し、
空気も同時に吸い込むことがあります。

●フロ ー トあり
(PX—□50A) 

⑨
 

c
 

D
 

E
 

PX-□SOA I 7~10cm I 39~4lcm I 7~15cm 

C:停止水位（目安） …揚水を停止する水位
D ：起動水位（目安） …揚水を始める水位
E:フロ ＿ 卜調整幅（目安） … フロ ー ト コ ー ドを調整して C·Dの水位を調整できます。

起動水位と停止水位は、 コ ードバ ンドのボルトを
ゆるめることにより、 調節できますが調節幅は表

△注意I を参照してください。
これ以上ですと、 フロ ートスイッチが正常に作動
しなくなります。

◎フロ ート付機種でフロ ートにかかわらず連続運転させたい場合は、
フロ ートを右図のように、 真上にくくりつけてください。
その場合の運転水位は、 上記のPX—□40／□50の例を参考にしてください。

1 1 



こ使用になる前に
固ホースの取付方法

製品付属の部品からこ使用になられるホ ー ス径に合った部品を選んで、 確実に取り付けて
く ださい。

〈PX—□40／□50／□SOA の場合〉
1． ホ ースにホ ースバ ンドを入れ、 吐出フランジ

の根元までしっかりと差し込んでください。
※吐 出フラ ンジに合うホ ース ・ ホ ースバ
ンドを使用してください。

ド

ジ

ン

ン

バ

ラ

ス
ス

フ

＿
＿

出

凰
2．エ具を使って ホ ースバ ンドで ホ ースをしつ

かり固定してください。

／
／

→ 

, 

〈PX—□25Lの場合〉
1．右記の順番で各部品をポンプの

吐 出 口にねじ込みます。
カップリング

タケノコニップル

ガソプリング
パッキン

タケノコニップル

2. ホ ースにホ ースバ ンド
を差し込み吐 出 口のタ
ケノコニップルに差し
込みます。

3．ホ ースを奥まで差し込
み、 ホ ースバ ンドを工
具でしっかりと締めつ
けてください。

企注意I部品の取り付け順を誤ると水漏れの原因となりますので、 ご注意ください。

切ホース角度を変える方法

吐出フランジのボルトを外し、 パッ キンを落と
さないよう注意して右図のように 90度回転さ
せて取り付けてください。

12 



冒―非r,弔-
1. ポンプを水中に沈めてください。

電源コ ードやホ ースをもって行うと、 断線やホ ース
抜けが発生します。ポンプのハ ンドルに ロ ープな
どを結び付け、 ゆっくりと水中に入れてください。
（本体全水没を推奨します。P.11「運転水位につい
て」参照。）

2 水が一番溜まりやすく安定した場所へ垂直に設置
してください。
泥土や砂地の場所でのご使用は、 ポンプ下にブロ
ックや木片を置き水底から離してください。

ロ ープをもつ コ ー ドをもつ

3. 吐出ホ ースの先端が水に入らない
ようにしてください。
ポンプ停止時に、 ホ ースの先端が
水面より高い位の場合、 サイフォ ン
の作用で水が逆流します。

X 

唸"-

0
吐出ホ ースの先端が吐出側の水中に入っている場合、 ポンプ停止時に

＆注意Iサイフォ ン現象により水が逆流します。
ポンプ停止時にはホ ースを必ず水面より抜いて高い位臨に臨いてください。

4. 電源プラグをコ ンセ ントに差し込んでください。

5. ポンプ運転中は空運転させないように水位に注意してください。
水が出なくなりましたら速やかにポンプを停止させてください。

ウォ ータ ーハンマー現象にこ注意ください。
ポンプ運転中に吐出ホ ースを踏んだり、 吐出側のバルブを急激に締め切っ
たりすると、 瞬間的に大きな圧力がポンプケース内にかかります。
これはウォ ーターハ ンマー現象と呼ばれ、 ポンプ破損の原因となりますので、
ご注意ください。心〉注意

13 







保守•点検
困インペラの点検

〈PX—□25L の場合〉

△注意 |px—□25Lは構造が複雑ですので、ご自分で分解 ・修理は絶対にしないでください。

〈PX—□40 • □50 • □SOA の場合〉
ストレーナーやインペラにゴミがつまると吐出量の低下やポンプ寿命に悪影響を及ぼし
ますので、 時々、 下記要領でポンプの点検を行ってください。

＆注意 1 ポンプ点検を行うときは必ずポンプを電源より外してから行ってください。

ストレーナー

: ゜
゜

①ストレーナー底面のボルトを 3 本外し、
ストレーナーを外す。

：ク［！〇ショノ(SUSう
` ‘ 

②サクション(SUS) 、 ケーシングを外す。

背面ライナー

インペラ

③インペラを外す。 ④背面ライナーを外す。

ケーシング、インペラをきれいに水洗いしてください。インペラを外したモ ーターのシャフ
ト付近の汚れも水洗いしてください。組立の際は、 各パッ キンやワッシャーなどを忘れず
に分解と逆の手順で組立を行ってください。
（ボルト・ネジの締め付けトルク：1SN • m(150kgf/cm)) 
※上記のイラストはPX—□50です。

＆注意 I 上記以外の分解は絶対に行わないでください。

企注意 I 部品に破損や磨耗がある場合は、 必ず交換してください。

16 



電紅叫4沖；；一一ポンプが
回らない

考えられる原因

電源が入っていない

電源コ ー ドの断線、
もしく は接触不良

処置

電源を入れる

点検・修理

電圧の低下 延長コ ー ドの確認

異物混入による ストレ ーナ ー ・ ケ ーシ ン グを霞源は イ ンペラの ロ ッ ク 取り外し清掃 (P.16参照）
入って
いる

メカニカルシ ール部分の摩擦

によるモ ー タ ー 内への浸水 販売店にて点検・修理

フロ ー トスイッチが ポ ンプの設置場所を変える
引っ掛か っている (Aタイプ） （こ使用になる前にP.9参照）

ポンプが
運転中に
停止する

ポンプ性能の
低下

凰一

フロ ー ト スイッチが
割れている (Aタイプ）

安全装置が働いている
（サーマルプ ロテクタ ー）
異物混入による
イ ンペラの ロ ッ ク
水温の上昇

周波数 ・ 電圧が適切でない
ホ ー ス内のつま り、
曲がりによる損失
ホ ー ス径が小さい、
ホ ー スが長い

空気を吸い込んでいる

イ ンペラの磨耗

ポ ンプ内のつま り

吐出揚程が高い

フロ ー ト スイッチが
引っ掛か っている
逆流防止弁にゴミが詰まっている

逆流防止弁が入っていない

販売店にて点検・修理

配管・ポンプを再点検し
過負荷の除去
ストレ ーナ ー ・ ケ ーシ ン グを
取り外し清掃
水温を下げる

銘板の値と電源が同じか確認
ホ ー ス内の洗浄、
曲がりを少なくする
ホ ー ス径を太く し、
長さを短く する

水位を上げる

イ ンペラの交換

ポ ンプ内の洗浄

揚程を下げる

ポ ンプの設置場所を変える

ゴミを取り除く

逆止弁を入れる

＆注意 I ご自分で分解・修理は絶対にしないでください。
修理は販売店または最寄りの弊社サー ビス工場へこ依頼ください。
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響寿切伝じ一匹、一
パーツは製品お買い上げの販売店を通じご注文頂けます。部品番号、 部品名をご確認の上、
販売店にご依頼ください。
又、 下記に記載のない部品も弊社ホームページよりパーツ表、 価格をご覧いただけます。

［ http:／／www.Koshin-ltd.co.iP ] 

部 品 部 品 コ ー ド 部 品 名 対応機 種＾ 
PX-□40 

0430270 1ストレーナー PX—□50 
PX-□SOA 

□ 0430283 I吐出パッキン I PX全機種

心
0430335 I吐出フランジ(40mm) I PX-D40 

0430272 I 吐出フランジ(50mm) I PX—□50 
PX—□SOA 

□□ 内ネジフランジ(50mm)
PX—□40 

0430305 ※吐出フランジを内ネジタイプに PX—□50 
変えられます。 PX—□SOA 

0430350 吐出フランジ(25mm) PX-□25L 

翁◎
◎ PA-007 同径ガyプリングクミ

I PX—□25L 【JAN:4971770-341111】 (25mmX25mm) 

940019032 ホースバンド(25mm用） PX-D25L ゜ | 940019046 ホースバンド(40mm用） PX—□40 

940019060 ホ ー スパンド (50mm用） PX-□50 ・ ロSOA

〗 0430391 Iコンデンサ I PX全機種

18 



胃法-珈痒ttr1-5
分解・組立時のメカニカルシールの取扱注意点

この水中ポンプはダブルメカニカルシール（図参照） を使用していますので、
組立の際には次の表を参考にして、 カ ーボンメカをモ ーター側に炭化ケイ素メカを
ポンプ側に取付けて下さい。

メカニカル モ ーター側

シール （カ ーボン）
＊黒色

外 径 22.5mm 

内 径 18.5mm 

コンデンサーの交換

配 線 図

ポンプ側
（炭化ケイ素） 内径

＊灰色

20.5mm 

15.0mm 

愛
I I 

ハンドル

カ ーボンメカ 炭化ケイ素メカ

（ ダブルメカニカルシール ） 

ハンドルを止めている六角ボルトを外すと
コンデンサが入っています。
下の配線図を参考にしてコンデンサを交換
して下さい。
また、 コンデンサ交換後は矢印の面にI双
ボンドを塗って下さい。

電源コード

裏面にネジ止めして下さい。

19 
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